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　本プロジェクトは、大洗町役場・ボランテ 

ィアと連携し、大洗町在住の外国人の日本語

コミュニケーション能力の向上及び、多文化

共生のまちづくりの推進を目的とする。今年

度は、昨年度の反省を生かし、①活動の引継

ぎシステムの構築による「活動の継続」、②

中学校での取り出し授業支援を新たに開始す

ることによる「活動の発展」を目標とし活動

を行った。前者は活動の定着、後者は小学校

と中学校をつなげることを目的としている。

具体的な活動内容は、①大洗町在住外国人が

日本語を学習できる「日本語教室」、②大洗

町立大洗小学校・大洗町立第一中学校にて日

本語指導サポーターとして参加する「取り出

し授業」、③日本人と外国人が気軽に交流で

きる場として設ける「おしゃべり広場」の３

つの柱から成る。これらを通じ、外国人の言

語能力の向上並びに町民の交流・繋がりの拡

大が見込まれ、外国人の力が地域で生かされ

ることを目指す。

 プロジェクトの成果報告 

　本プロジェクトでは、以下の３つを柱とし

て活動した。

敢　日本語教室

　日本語教室とは、大洗町在住外国人のニー

ズを受け、昨年度から開設・実施している日

本語学習の場である。原則として、第2・4水

曜日の18：30～20：00に大洗町役場の会議

室で開催している。

　日本語教室を定期的かつ継続的に開催する

ことにより、本活動は大洗町在住外国人の間

でいつでも安心して日本語が学べる場として

浸透・定着しつつある。その結果、新たな日

本語学習者やボランティアも増えている。

　さらに、大洗町在住の日本人にも共に主体

となって活動してもらえるよう、日本語ボラ

ンティア養成講座を開講した。

柑　取り出し授業

　取り出し授業とは、日本語指導が必要な外

国にルーツをもつ児童・生徒に対して、通常

の授業とは別教室で教科指導を行うことであ

る。成果として以下の3点が挙げられる。第

一に、昨年度からの活動を継続したことで、

大洗小学校の児童との関係が深められた。私

たちの参加により、一人ひとりの児童が密度

の高い学習をすることが可能になった。第二

に、第一中学校のニーズに応えて、今年度か

らサポートを開始した点が挙げられる。これ

によって、より多くの児童・生徒をサポート

できるようになったことや、隣接しているが

これまで交流の少なかった小学校と中学校が

連携するようになった。第三に、まなびの輪

のメンバーが学校行事（保護者会、運動会、

学習発表会等）に参加することで、地域住民、

特に外国人児童の保護者とのつながりを持つ

ことができた。　

日本語教室の様子
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桓　おしゃべり広場

　おしゃべり広場とは、大洗町に住む外国人

やボランティアとイベントを通して交流を深

める活動である。今年度は、10月23日に料

理教室、1月22日にお正月遊び体験教室を実

施した。各回約40名、様々な年齢層及び国

籍の方々に参加してもらえた。

　料理教室では、食と舞踊を通しての異文化

交流を目的とし、出身国に関係なく、インド

ネシア、フィリピン、ペルー、日本の料理を

作って食べた。また、インドネシア、フィリ

ピンのダンスを参加者全員で踊り、交流を深

めた。

　お正月遊び体験教室では、お正月遊びを通

しての異文化交流を目的とし、日本の遊びで

ある、かるたとすごろくを行った。インドネ

シアのお正月についても紹介してもらい、参

加者全員でインドネシアのお正月のダンスを

踊った。

　おしゃべり広場を開催することにより、私

たちの活動を大洗町在住の人々に知ってもら

うことができ、日本語教室に興味を持っても

らうきっかけとなった。

棺　その他の活動

　メインの３つの活動の他に、大洗町の行事

である盆踊りの夕べ・八朔祭のお手伝いをし

た。

　また、日本語教室で学ぶ日本語を用い、学

習者とボランティアの枠を越えて学びを深め

交流できる場としてクリスマスパーティーを

開催した。

保護者会の様子

料理教室の様子

お正月遊び体験教室の様子

盆踊りの夕べのお手伝いの様子
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　日本語教室に参加しているインドネシアの

方が通っている教会の誕生祭に招待されるこ

ともあった。普段は私たちが外国人を迎え入

れる立場だが、この時は反対に、外国人のコ

ミュニティに私たちが迎え入れてもらった。

これまでも同様に、教会の収穫祭やクリスマ

スパーティーに招待してもらい、親睦を深め

てきたが、これらにより、外国人に安心して

日本語教室やおしゃべり広場などの活動に参

加してもらえるようになった。

款　全体の成果と課題

　第一に、全学年によるメンバー構成にした

ことで、常に経験者がいる状態になり活動を

スムーズに引き継ぐことができた。

　第二に、まなびの輪の活動が、大洗町在住

の外国人、日本語指導ボランティア、大洗町

役場の方々、私たちの誰にとってもあるのが

当たり前の場所になってきた。

　日本語教室は、大洗町在住の外国人の要望

から生まれ、大洗町役場や小学校といった公

的機関の支援を受けて確立した。そして現在

は、これらの機関と協働しながら活動が継続

している。継続することで、「当たり前」

「日常」となる。私たちは「日常」を第一に

考えている。しかし「イベント」を軽視して

いるわけではない。皆でゲームやダンス、料

理をすることによって親睦が深まり、さらに、

それは日本語を勉強する意欲につながってく

ると考えられる。このように、「イベント」

が「日常」を彩り、継続する力になっていく。

　今後の課題として、日本語教室参加者の

データベースの整理・活用、地域在住の日本

語指導ボランティアを増やすこと、日本語教

室に来る小学生の教科指導のための教材開発、

そして更なるニーズ調査が挙げられる。

クリスマスパーティーの様子

教会の誕生祭に参加した様子


